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 ～「自立」させるための根っこづくり～ 

私はこれまで 21の学級を担任してきましたが、  

いつも学級通信のタイトルは「大きな木」でした。子供のころから、TV の CM でよく

流れていた「この木なんの木気になる木～♪」という歌が頭にあり、教員になりたての

頃、当時盛んに読まれていた相田みつをさんの詩集から“木を支える根っこは見えな

い。木が倒れることなく立派に枝を張り、花を咲かせるためには、見えない根っここ

そ、地中にしっかりと張らねばならない。中学生の 3年間とは、しっかりと根を張らせ

る時。確かな根を張って欲しいし、大木に育ち、自分の花を咲かせてもらいたい”との願いをこめてつ

けたタイトルでした。もう、38年も前の話です。  

3月 14日、第 50回卒業証書授与式が行われ、169名の子供たちが巣立っていきましたが、卒業生

に、はたしてしっかりと根を張らせることができただろうか、希望や情熱といった灯を心にともすこと

ができただろうか、できたと信じたい、へこたれず前向きにがんばってくれ！・・・・そんなことを思

いながら一人ひとり卒業証書を手渡しました。 

3年生は、大変立派な態度で、小谷野市長をはじめとする来賓の方々もびっくりしていました。 

市長の祝辞の中にあったマーク・トウェインの名言「人生で最も重要な日を二つ挙げるなら、それは

生まれた日と、その理由を見いだした日だ。」という話の中で「その理由を子供たちを育てることに見

出した先生方がここにいます。」という言葉に心が動かされました。（市長・・・いい話をするなあ～）

佐々木さんの答辞、そして 3年生の涙に私たちも涙したとても心温まる良い卒業式になりました。 

卒業生は、4 月には、自分の意志で決定したそれぞれの道を歩み始めますが、学校も親も目指すとこ

ろは子の「自立」。“親に頼らず自分で生きていける、自分のやったことは自分で責任が取れるようにな

る、できるなら・・・幸せと思える一生を過ごしてほしい”と願いながら私たち教員も日々奮闘中です 
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でも、子供たちはまだまだ未熟です。これからです。「自立」のための土台作り。中学校は、子供たちの

将来を担う大事な場所であることを肝に銘じながら今年度を閉じたいと思います。皆さんのご理解ご協

力に感謝いたします。ありがとうございました。 



 

 

先日、各ご家庭に記念誌が配布されたことと思いますが、これをもって

創立 50 周年記念事業のすべてが終了しました。皆さんのご理解ご協力に

より以下の通り記念事業が無事に終了しましたことに感謝申し上げます。 

1.記念事業 

・創立５０周年記念式典、音楽会  令和６年１１月８日挙行 

・創立５０周年記念誌  令和７年 3月 1 日発行 

・正門改修工事     令和７年 3月７日完成 

2.記念品 

・学校 へ プロジェクター、横断幕、のぼり旗 

・保護者へ ５０周年記念 団扇 

・生徒等へ ５０周年記念 ボールペン 

来年度は、次の半世紀にむけての第 1 歩目。同時に東中と統合して 10

年目を迎え、もう「新生狭山台中」という言葉はいらないでしょう。コロ

ナ禍を経て、学校も大きく変わってきたように感じますし、もっと変わる

ことが求められています。授業のあり方、PTA のあり方、部活動の改革、

行事の精選、働き方改革、来年度は、各教室に電子黒板が配置されます。

10 年前には考えてもみなかったことが今起こっています。10 年後の中学

校が私には全くイメージできません。 

正解はわかりませんが、今は、正解をみんなで探している時かもしれま

せん。学校は、これからもっと変わります。大きく変われる大チャンスの

時を迎えていると捉えましょう。教師も保護者も地域の方も、子供たちを

中心に置き、子供の成長のため、子供の自立のために新たなスタイルの学

校づくりに挑戦していきましょう。がんばろう。台中！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度最後の校長のつぶやき  

私は、タンポポが好きです。英語ではダンデライオ

ンと言いますね。タンポポは、栄養を持った太い根を

地中深く張り、踏まれても折れず、葉がちぎられても

枯れることなく再び葉を広げ、やがてたくさんの花を

つけ種子を綿毛によって遠くまで運び、子孫を残しま

す。その強さ、その生命力、そして、太陽のような明

るさに憧れます。そして、風に乗って飛んで行く綿毛

が、卒業していく子供たちのように思えてならない。

飛んでいく先々でタンポポのように力強く、明るく花

を咲かせて欲しいなあ～と思います。それぞれの場所

でそれぞれの花を咲かせてほしい。それは、子供だけ

でなく、大人もですね。お父さんやお母さんが元気な

ら子供は大丈夫です！子育てを楽しんでください！ 

今年度もありがとうございました。 

 

春ですね 

学校行事・授業関係等　予定　

1 火

2 水

3 木

4 金 準備登校

5 土

6 日

7 月

8 火 入学式・始業式

9 水 ４時間授業　教科書配布　避難訓練

10 木 ５０×５給食開始　写真撮影２年

11 金
清掃開始　写真撮影３年・あすなろ
２年保護者会

12 土

13 日

14 月
身体測定２年・３年　写真撮影１年

１年知能検査　３年保護者会

３年全国学調（理・質）

15 火 部活動見学　１年交通安全教室

16 水 前期時間割開始　　内科健診

17 木
全国学力調査３年（国・数）　専門委員会

PTA新旧引継ぎ

18 金

19 土

20 日

21 月

22 火 生徒朝会（生徒会）仮入部

23 水 眼科検診　　　　　仮入部

24 木 専門委員会　　内科健診

25 金 仮入部

26 土

27 日

28 月

29 火 昭和の日

30 水 火曜日課　部活動本入部

４月


